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「経営あれこれ“元気”通信」Vol.116 

本レポートは経営者および経営幹部の皆様のために作成されています！ 
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 明確な方針を打ち出すことは、経営上必要ですし重要で

す。しかも、方針は“シンプル”でなければ、なかなか組

織内に浸透しません。 

 ところが、時に、“シンプルな指針”が複雑な現実と“衝

突”してしまうことがあります。そしてそれが、たとえば

“残業の取り扱いに関する組織内トラブル”のような“問

題”に、発展してしまうケースもあるのです。ではどうす

るか…、その方法をご一緒に考えます。 

  
   

経営“方針”だけでは不十分？ 

実際に組織を動かしたい時の基本視点 
◇◆◇ 複雑な現実に単純な方針をぶつける時の不都合 ◇◆◇ 


